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◎
大
般
若
法
会 

　
大
般
若
経
六
百
巻
を
転
読
し
、
そ
の

功
徳
を
も
っ
て
、
皆
さ
ま
の
幸
せ
を
お

祈
り
す
る
法
要
で
す
。 

　
三
月
四
日
　
一
〇
時
〜
　
法
要 

　
法
要
後
の
法
話
　

姫
栗
　
長
楽
寺
住
職
　
栗
原
宗
言
　
師

※
通
常
の
祈
祷
供
養
と
は
別
に
、
特
別

祈
祷
も
お
申
し
込
み
頂
け
ま
す
。
　 

　
特
別
祈
祷
料
は
御
札
代
と
あ
わ
せ

て
三
千
円
で
す
。
二
月
中
に

下
記Q

R

コ
ー
ド
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
大
般
若
の
お
札
を
玄
関
に

飾
る
ケ
ー
ス
が
必
要
な
方
は
お
申
し

付
け
く
だ
さ
い
。
専
用
品
特
注
サ
イ

ズ
。
四
千
円
。 

◎
涅
槃
団
子
の
お
届
け 

　
二
月
一
五
日
に
涅
槃
会
法
要
を
営
み

ま
し
た
。
仏
涅
槃
図
前
に
お
供
え
し
、

供
養
し
た
涅
槃
団
子
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
。
金
網
か
オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
て
召

し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
美
味
佳

良
か
と
思
い
ま
す
。 

◎
月
例
坐
禅
会 

毎
月
一
日
の
一
八
時
半
〜
二
〇
時
に
月

例
坐
禅
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
ど

な
た
で
も
ご
自
由
に
参
加
い
た
だ
け
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

開
催
予
定
等
の
詳
細
は
Ｘ
に
て
。 

◎
観
音
旗 

観
音
旗
の
寄
進
を
募
集
中
で
す
。
連
名

可
。
一
本
三
千
円
。 

◎
今
後
の
行
持
予
定
（
五
月
ま

で
） 

観
音
大
祭 

三
月
一
八
日
　
午
後
一
時
〜
　 

花
祭
り
（
釈
尊
降
誕
会
　
甘
茶
の
日
） 

四
月
八
日 

弘
法
大
師
祥
当
会 

四
月
一
八
日
【
旧
暦
三
月
二
一
日
】 

春
の
観
音
参
り 

恵
那
三
十
三
観
音
霊
場
が
開
帳
の
場

合
、
お
寺
か
ら
の
団
体
で
参
拝
に
回
り

ま
す
。
大
般
若
の
時
も
し
く
は
Ｘ
に
て

詳
細
ご
案
内
し
ま
す
。 

◎
意
見
質
問
箱 

自
法
寺
運
営
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
各

種
質
問
な
ど
、
左
記Q

R

コ
ー

ド
よ
り
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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